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有 道 会 綱 領
一、宗憲の精神に則り、愛宗護法、
両大本山、特に祖山護持の道念
にもとづき、宗団の和合と興隆に
尽瘁する。

二、広く宗門人の与望に応え、宗政
の刷新、進展に邁進する。

三、常に本宗の使命達成のため、そ
の発揚具現に挺身する。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　

令
和
六
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
両
大

本
山
の
ご
隆
昌
、
宗
門
寺
院
の
興
隆

と
会
員
各
位
の
ご
清
福
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
大
本
山
永
平
寺
南
澤
不
老
閣

猊
下
に
は
、
新
年
の
嘉
運
め
で
た
く

お
迎
え
に
な
り
、
ま
こ
と
に
慶
賀
こ

の
上
な
く
存
じ
ま
す
。
今
般
、
本
年

一
月
二
十
二
日
よ
り
二
度
目
の
曹
洞

宗
管
長
職
に
ご
就
位
い
た
だ
く
運
び

で
あ
り
ま
す
が
、
宗
務
の
ご
総
覧

や
、
四
衆
接
化
に
ご
高
導
を
賜
り
ま

す
こ
と
、
ま
こ
と
に
有
り
が
た
き

極
み
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
偏
に
ご

法
体
ご
健
勝
な
ら
ん
こ
と
を
全
国

会
員
一
同
切
に
冀
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

会
員
各
位
に
は
、
常
日
頃
大
本

山
永
平
寺
護
持
の
ご
道
念
と
祖
道

恢
弘
の
ご
道
行
、
並
び
に
有
道
会

の
諸
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
本
年
は
、
大
本
山
總
持
寺

開
山
太
祖
瑩
山
紹
瑾
禅
師
七
〇
〇

回
大
遠
忌
ご
正
当
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
九
管
区
を
は
じ
め

海
外
総
監
部
に
お
い
て
も
予
修
法

要
が
奉
修
さ
れ
、
機
運
の
醸
成
が

図
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
本
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
正

当
に
向
け
宗
門
を
挙
げ
て
の
大
遠

忌
奉
修
の
無
事
圓
成
を
祈
念
い
た

す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
儀
、
宗
務
総
長
の
重
責
を
拝

命
し
瞬
く
間
に
歳
月
が
一
巡
し
、

一
行
に
遇
う
て
一
行
を
修
す
日
々

で
あ
り
ま
す
。
新
年
を
迎
え
て
更

に
身
心
を
新
た
に
し
て
、
日
々
自

省
の
下
、
山
積
す
る
諸
課
題
に
向

き
合
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
何
卒
、
旧
年
に
倍
し
て
ご
道

愛
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

就
任
時
に
、
社
会
と
人
々
の
問

題
に
向
き
合
う
こ
と
を
施
策
の
基

本
理
念
に
置
き
ま
し
た
が
、
今
な

お
戦
火
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ

ザ
地
区
で
は
、
平
穏
な
生
活
を
奪

わ
れ
、
多
く
の
い
の
ち
を
落
と
さ

れ
る
惨
状
に
は
、
大
変
心
が
痛
み

ま
す
。
惨
禍
に
巻
き
込
ま
れ
た

人
々
の
、
あ
ら
ゆ
る
痛
み
と
苦
悩

に
思
い
を
い
た
し
、
一
刻
も
早
く

戦
乱
の
終
結
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
が
思
う
、
正
し
さ
、
正

義
と
い
う
も
の
は
、
お
互
い
の
置

か
れ
た
状
況
や
立
場
に
よ
り
、
必

ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
間
の
我
執
や
欲
得
、

傲
慢
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正

義
と
正
義
の
主
張
が
時
に
争
い
の

元
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
正
義
を

振
り
か
ざ
し
て
戦
争
に
も
な
る
過

ち
を
、
人
類
は
幾
度
繰
り
返
せ
ば

分
か
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

我
執
を
離
れ
る
こ
と
が
宗
教
の
原

点
で
あ
り
ま
す
。
吾
我
の
念
を
修

め
て
他
者
に
寛
容
な
慈
悲
の
心

は
、
坐
禅
の
静
寂
の
中
で
得
ら
れ

る
こ
と
を
釈
尊
は
示
さ
れ
て
い
ま

す
。「
平
和
」
は
「
シ
ャ
ン
テ
ィ

ー
＝
寂
静
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら

わ
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
坐
禅
に

よ
る
心
の
静
寂
が
、
平
和
な
社

会
、
平
穏
な
暮
ら
し
、
心
の
平

安
、
安
心
に
繋
が
る
こ
と
を
、
広

く
人
々
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
と
に
現
在
、

少
子
高
齢
化
社
会
に
入
っ
て
、

人
々
の
不
安
や
苦
悩
に
寄
り
添
う

上
で
、
釈
尊
自
身
が
思
い
悩
ん
だ

生
老
病
死
の
苦
の
現
実
、
根
拠
を

釈
尊
自
ら
が
明
示
し
、
解
き
ほ
ぐ

し
、
坐
禅
に
よ
り
解
脱
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
宗
教
者
は

も
う
一
度
深
く
か
み
し
め
て
み
る

必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
六
月
永
平
寺
で
同
安
居
会

が
あ
り
ま
し
た
。
祖
山
に
安
居
し

て
ち
ょ
う
ど
五
十
年
。
傘
松
の
雨

露
を
嘗
め
同
釜
の
飯
を
拝
し
、
先

に
遷
化
さ
れ
た
同
安
居
者
の
供
養

諷
経
を
い
た
し
ま
し
た
。
法
堂
鐘

の
打
ち
出
し
か
ら
転
畳
ま
で
の
十

五
分
間
、
静
謐
静
寂
で
荘
厳
さ
れ

た
霊
域
と
も
い
う
べ
き
法
堂
の
大

間
に
端
座
し
、
時
折
放
た
れ
る
鐘

の
中
で
、
五
十
年
の
歳
月
が
走
馬

灯
の
よ
う
に
巻
き
戻
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
お
互
い
の

原
点
、
出
発
点
は
こ
こ
で
あ
っ

た
。
な
に
よ
り
も
こ
の
歳
ま
で
ご

開
山
さ
ま
に
お
導
き
い
た
だ
い
た

報
謝
の
思
い
が
、
し
き
り
に
込
み

上
げ
て
き
て
感
激
に
打
ち
震
え
ま

し
た
。
あ
の
静
け
さ
、
沈
黙
の
座

が
良
か
っ
た
、
有
難
か
っ
た
と
同

安
居
の
誰
も
が
後
で
述
懐
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

平
和
で
安
寧
な
日
々
の
現
成

は
、
静
寂
な
る
佇
ま
い
と
坐
禅
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
、
こ
の
こ
と
を

銘
肝
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
大
師
釈
尊
、
ま
さ
し
く
得
道

の
妙
術
を
正
伝
し
、
ま
た
三
世
の

如
来
、
と
も
に
坐
禅
よ
り
得
道
せ

り
。・
・
・
西
天
東
地
の
諸
祖
、

み
な
坐
禅
よ
り
得
道
せ
る
な
り
」。

地
区
は
阿
鼻
叫
喚
の
地
獄
絵
図
の

如
く
で
す
。
真
に
人
道
や
人
権
が

必
要
な
処
に
は
人
道
や
人
権
は
微

塵
も
有
り
ま
せ
ん
。

　

宗
教
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
貪
り
か
ら
瞋い
か
り恚

、
瞋
恚
は

癡お
ろ
かさ

へ
と
連
鎖
す
る
の
は
宗
教

を
超
え
た
人
間
の
性さ

が
で
す
。
問
題

を
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
こ
の
性
に
よ

り
人
々
は
争
い
続
け
て
い
る
の
で

す
。
貪
り
か
ら
の
争
い
奪
い
合
い

に
歯
止
め
を
掛
け
、
人
が
調
和
し

和
合
す
る
こ
と
こ
そ
が
誰
も
の
幸

せ
に
繋
が
る
事
は
自
明
で
す
。

　

資
本
主
義
に
し
て
も
共
産
主
義

に
し
て
も
、
目
指
す
の
は
自
国
の

発
展
で
す
。
自
由
経
済
の
発
展
も

欲
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
当
に
自
律
・
持
戒
の
必
要

を
感
じ
ま
す
。

　

自
律
・
持
戒
の
上
に
和
合
調
和

を
築
く
道
こ
そ
仏
道
で
す
。
貪
・

瞋
・
癡
を
超
克
し
真
の
平
和
を

齎も
た
らす
道
で
す
。
然さ

り
と
て
仏
道

を
主
張
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
ら
が
真
摯
な
仏
教
徒
と
し

て
仏
道
を
歩
む
の
で
す
。
僧
宝
に

は
和
合
の
功
徳
が
備
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
必
ず
道
を
同
じ
く
す
る

人
々
が
現
れ
て
参
り
ま
す
。

�

合
掌

　

有
道
会
諸
老
師
に
は
服
部
内
局

の
許
、
甲
辰
の
新
春
を
迎
え
ら
れ

八
風
不
能
動
の
念
を
以
て
宗
政
に

臨
ま
れ
て
お
ら
れ
る
事
と
敬
意
を

表
し
、
会
員
皆
々
様
の
御
清
祥
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
前
線
は
益
々

悲
惨
さ
を
極
め
、
止
め
ど
も
な
く

尊
い
命
が
失
わ
れ
、
無
残
に
も
人

生
や
生
活
が
破
壊
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。

　

言
い
知
れ
ぬ
苦
悶
に
あ
る
中
、

民
族
、
宗
教
、
歴
史
が
複
雑
に
も

つ
れ
絡
ま
り
合
う
中
東
で
の
惨
劇

が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
や
、
ガ
ザ

大本山永平寺第八十世

南澤　道人　大禅師猊下

「人々の声に心
しん じ
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ご
挨
拶

　
令
和
六
年
甲
辰
の
新
春
を
寿

ぎ
有
道
会
諸
老
師
の
更
な
る
ご

多
祥
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
祖
山
へ
の
ご
法
愛

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
四
年
に
及
ぶ
感
染
症

流
行
に
よ
っ
て
社
会
は
大
き
く

変
化
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
九
世
紀
半
ば
の
ク
リ
ミ
ア

戦
争
に
お
い
て
一
人
の
英
国
人

女
性
が
戦
地
に
お
い
て
負
傷
し

た
兵
士
た
ち
を
献
身
的
に
看
護

し
「
ク
リ
ミ
ア
の
天
使
」
と
呼

ば
れ
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
女
性
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
実
際
に
看

護
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
の
は

三
年
に
も
満
た
な
い
間
で
し
た

が
、
人
生
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る

人
脈
や
知
識
を
駆
使
し
て
問
題

に
取
り
組
ん
だ
優
れ
た
改
革
者

で
あ
っ
た
こ
と
は
余
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
生
き
た

時
代
の
英
国
で
も
感
染
症
が
猛

威
を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
現
代
と
異
な
り
原
因
が

特
定
さ
れ
ず
治
療
法
も
確
定
さ

れ
て
い
な
い
中
に
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
は
、
統
計
か
ら
感
染
が

空
気
の
汚
れ
か
ら
起
き
る
も
の

で
部
屋
を
清
潔
に
し
、
身
体
を

清
潔
に
す
る
よ
う
人
々
に
促
し

（
今
で
い
う
換
気
と
手
洗
い
）、

さ
ら
に
は
過
密
な
状
況
で
人
が

過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
症

が
拡
大
す
る
の
で
、〈
密
〉
を
避

け
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

こ
の
進
言
に
よ
っ
て
英
国
中
の

病
院
構
造
は
見
直
し
を
さ
れ
、

英
国
の
人
々
の
暮
ら
し
も
徐
々

に
換
気
と
清
潔
と
い
う
概
念
が

認
知
さ
れ
実
践
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基
本
対

策
と
し
て
〈
三
密
〉
回
避
が
提

唱
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
場
に
お
い

て
も
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、

死
者
の
死
亡
原
因
を
統
計
的
に

分
析
し
て
明
ら
か
に
し
、
衛
生

状
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り

治
癒
率
が
向
上
さ
れ
る
要
因
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
が
幼
い
頃
よ
り
関

心
を
も
っ
て
学
ん
だ
数
学
や
統

計
学
の
知
識
に
よ
っ
て
社
会
学

者
と
し
て
の
素
養
を
高
め
、

デ
ー
タ
を
も
と
に
人
々
を
説
得

し
、
自
ら
を
信
じ
て
改
革
の
道

を
進
ん
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
現
代
に
も
当
て
は

ま
る
こ
と
で
す
。

　

ご
開
山
様
は
、
京
洛
と
い
う

大
都
会
か
ら
遠
く
離
れ
た
越
前

の
山
間
に
一
箇
半
箇
の
接
得
を

目
指
さ
れ
て
永
平
寺
を
開
か
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る

人
脈
や
知
識
を
駆
使
し
て
問
題

に
取
り
組
ん
だ
優
れ
た
改
革
者

と
し
て
の
面
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

今
や
社
会
は
大
き
く
変
化
を

遂
げ
始
め
て
い
ま
す
。
私
ど
も

法
孫
も
ご
開
山
様
の
足
跡
に
倣

わ
ね
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

全
宗
門
諸
老
師
の
ご
教
導
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
九
日

会　

場　

曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館

�

三
階　

桜
の
間

開
会
式　

九
時
～

　

司
会�

藤
間
良
信　

副
幹
事
長

一
、
仏
祖
諷
経

二
、
宗
歌
斉
唱

三
、
黙
祷

四
、
来
賓
紹
介

五
、
祝
電
披
露

大
　
会　

九
時
三
十
分
～

　

司
会�

藤
間
良
信　

副
幹
事
長

一
、
座
長
選
出

　

座　

長　

千
葉
県
有
道
会

�

松
葉
良
弘　

老
師

　

副
座
長　

京
都
府
有
道
会

�

平
澤
祥
秀　

老
師

二
、
大
会
録
署
名
人

　

岩
手
県
有
道
会
会
長

�

佐
藤
一
成　

老
師

　

福
井
県
祖
門
会
会
長

�

山
上
道
正　

老
師

三
、
通
告
質
問
・
答
弁

　

１
．
東
海
管
区
幹
事

�

滋
賀
県
有
道
会　

松
尾
徹
裕
師

　
　

①�

現
在
、
滋
賀
県
宗
務
所
で
取
り

組
ん
で
い
る
、
教
区
分
合
に
つ

い
て
提
案
す
る
。
歴
史
的
に
組

寺
か
ら
教
区
に
移
行
し
た
経
緯

や
過
去
の
宗
務
制
度
の
改
革
に

よ
り
十
五
ヶ
寺
や
三
十
ヶ
寺
を

基
準
と
し
た
教
区
の
寺
院
数
は

現
在
で
は
三
十
ヶ
寺
を
基
準
と

す
る
こ
と
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　

�

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
寺
院
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は

教
区
寺
院
の
半
分
以
上
が
兼
務

住
職
で
あ
っ
た
り
、
檀
家
が
な

く
地
域
の
信
者
に
よ
り
、
か
ろ

う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
寺
院
の
合
併
や
解

散
が
進
む
こ
と
は
容
易
に
予
想

さ
れ
、
教
区
長
を
選
出
す
る
こ

と
も
困
難
に
な
る
。

　
　
　

�

滋
賀
県
宗
務
所
で
は
、
現
在
の

十
一
あ
る
教
区
を
五
教
区
に
分

合
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

模
索
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
教

区
長
の
業
務
の
負
担
軽
減
を
図

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
総

務
部
長
が
認
め
た
場
合
、
宗
務

所
直
轄
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
宗
務
所
の
業
務
負
担
増
は

否
め
な
い
。

　
　

②�

教
区
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
特
に
教
区
分
合
の
最
も
支

障
と
な
る
の
は
宗
費
納
入
組
合

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
組
織
内
容
に
つ
い
て
は
宗
制

に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
財
政

部
に
宗
費
納
入
規
約
の
準
則
が

あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
各
納
入

組
合
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て

頂
き
た
い
。

第
三
十
七
回
有
道
会
大
会

令
和
五
年
度

有
道
会
総
会

日　

時　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

会　

場　

曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館

�

三
階　

桜
の
間

　

司
会�

鈴
木
祐
孝　

副
幹
事
長

一
、
開
会
の
こ
と
ば

�

小
林
孝
道　

副
会
長

二
、
会
長
挨
拶

�

服
部
秀
世　

会　

長

三
、
座
長
選
出

座　

長　

京
都
府
有
道
会
会
長

�

平
澤
祥
秀　

老
師

副
座
長　

千
葉
県
有
道
会
会
長

�

松
葉
良
弘　

老
師

四
、
議
事
録
署
名
人

岩
手
県
有
道
会
会
長

�

佐
藤
一
成　

老
師

福
井
県
祖
門
会
会
長

�

山
上
道
正　

老
師

五
、
議　

事

⑴
会
務
報
告　

圓
通
良
樹　

幹
事
長

⑵
令
和
四
年
度
決
算
報
告

�

川
村
能
人　

会
計
幹
事

　

監
査
報
告

�

阿
部
光
裕　

監　

事

⑶
令
和
五
年
度
予
算
報
告

�

押
川
伸
生　

会
計
幹
事

⑷
そ
の
他

六
、
政
策
専
門
部
会
報
告

宗
団
機
構
に
関
す
る
政
策
専
門
部
会

�

結
城
俊
道　

部
会
長

教
学
人
権
に
関
す
る
政
策
専
門
部
会

�

金
岡
潔
宗　

部
会
長

教
化
施
策
に
関
す
る
政
策
専
門
部
会

�

阿
部
光
裕　

部
会
長

七
、
閉
会
の
こ
と
ば

�

小
林
孝
道　

副
会
長
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答
弁
：
松
原
道
一　

総
務
部
長

　
　

①
教
区
分
合
に
つ
い
て

　
　
　

�
教
区
の
分
合
や
、
さ
ら
に
教
区

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
環
境
に
即
し
た
形
に
な
る
よ

う
不
断
に
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
は
宗
侶
・

正
住
職
や
檀
信
徒
の
減
少
、
さ

ら
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
将
来

の
見
込
み
等
も
踏
ま
え
て
検
討

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　
　

②
宗
費
納
入
組
合
に
つ
い
て

　
　
　

�

ご
指
摘
の
通
り
、
宗
制
に
は
組

織
内
容
に
つ
い
て
の
規
定
は
な

く
、
教
区
で
作
成
さ
れ
た
「
宗

費
納
入
組
合
規
約
（
準
則
）」

に
基
づ
き
財
政
部
長
の
承
認
を

受
け
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

�

こ
の
組
合
規
約
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
組
合
で
保
管
さ
れ
て
い

る
組
合
規
約
を
参
照
願
い
た

い
。

　

2
．
愛
知
県
第
三
有
道
会

�

　

斎
藤
貞
雄
師

　
　

①�

宗
派
を
離
脱
し
単
立
と
な
っ
た

寺
院
、
ま
た
単
立
を
考
え
て
い

る
寺
院
の
こ
と
を
ど
う
思
う

か
。
ま
た
、
曹
洞
宗
の
規
定
に

は
、
離
脱
の
為
の
承
認
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

②�

本
寺
の
寺
院
が
宗
派
を
離
脱
し

た
場
合
、
今
後
本
寺
は
存
在
し

な
い
と
な
る
の
か
、
ま
た
は
本

寺
を
新
た
な
本
寺
と
し
て
い
く

の
か
。

　
　

③�

宗
派
を
離
脱
後
、
両
山
紋
入
り

の
絡
子
、
お
袈
裟
、
柱
巻
き
な

ど
を
使
用
し
て
い
い
の
か
。

　

答
弁
：
松
原
道
一　

総
務
部
長

　
　

①�

第
百
四
十
一
回
通
常
宗
議
会
の

服
部
直
哉
議
員
の
総
括
質
問
に

対
す
る
服
部
宗
務
総
長
の
答
弁

の
中
で
、「
単
立
す
な
わ
ち
宗

派
か
ら
の
離
脱
行
為
は
、
許
さ

れ
ざ
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
り
ま
す
。

　
　
　

�

ま
た
、
離
脱
の
た
め
の
承
認
に

つ
い
て
は
宗
制
に
定
め
は
な

く
、
実
際
に
承
認
を
行
っ
て
い

な
い
。

　
　

②�

曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
十
二
条
に

「
本
寺
を
失
っ
た
寺
院
は
、
更

に
そ
の
本
寺
を
も
っ
て
本
寺
と

す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
旨
を
総
務
部
長
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

答
弁
：
渡
部
卓
史　

人
事
部
長

　
　

③�

両
大
本
山
の
寺
紋
は
、
一
般
的

な
家
紋
に
当
た
る
も
の
で
あ

り
、
使
用
に
関
し
て
制
限
は
な

い
。
第
三
者
の
使
用
を
防
ぐ
法

的
措
置
と
し
て
、
商
標
登
録
を

行
う
方
途
は
あ
る
が
、
専
門
家

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
両

山
紋
は
「
公
益
に
関
す
る
団
体

で
あ
っ
て
、
営
利
を
目
的
と
し

な
い
も
の
を
表
す
標
章
」
に
該

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
標
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
商

標
法
第
四
条
第
一
項
」
に
該
当

す
る
。
ま
た
、
公
益
保
護
の
観

点
か
ら
、
第
三
者
が
登
録
を
受

け
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

�

曹
洞
宗
を
離
脱
し
た
寺
院
は
、

他
の
宗
教
法
人
・
宗
教
団
体
で

あ
り
、
法
的
に
も
宗
制
上
か
ら

も
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
服
制
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
が
、
宗
門
か
ら
離

脱
し
、
単
立
寺
院
に
な
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
両
山
紋
の
使
用

は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

3
．
北
海
道
有
道
会　

児
島
龍
憲
師

　
　

①�

宗
門
で
様
々
な
ネ
ッ
ト
上
の

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
後
継

者
・
首
座
候
補
者
・
婚
姻
対
象

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）

を
構
築
す
る
こ
と
は
有
意
義
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
は
現
状
ど
の
程
度
あ

る
の
か
、
ま
た
積
極
的
に
全
国

規
模
で
展
開
す
る
将
来
像
は
あ

る
か
。

　
　

②�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
宗
門
の
向
き
合

い
方
に
つ
い
て
、
戒
名
を
授
与

す
る
際
の
「
居
士
・
大
姉
」
等

と
は
異
な
る
称
号
を
つ
け
る
配

慮
を
踏
ま
え
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　

③�

寺
院
が
不
動
産
を
売
却
し
て
得

た
収
入
に
対
し
、
ど
の
程
度
宗

門
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
違
反
し
た
場
合
に
懲

戒
処
分
と
な
っ
た
事
例
は
あ
る

の
か
。

　
　

④�

宗
門
の
広
報
部
門
は
ど
の
部
署

が
対
応
し
、
複
数
に
わ
た
る
場

合
は
相
互
に
連
携
が
取
れ
て
い

る
か
。
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
、
そ

の
人
数
で
十
分
な
の
か
。

　
　

⑤�

ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
の
今
後
に
つ
い

て
、
宗
務
庁
と
し
て
の
機
能
を

ど
う
す
る
か
、
現
在
の
土
地
建

物
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か
。
ホ

テ
ル
の
経
営
母
体
を
ど
う
す
る

か
対
応
策
を
説
明
願
い
た
い
。

　

答
弁
：
松
原
道
一　

総
務
部
長

　
　

①�

現
在
、
大
企
業
や
自
治
体
の
協

力
を
得
て
少
し
ず
つ
仕
組
み
を

変
え
な
が
ら
実
証
実
験
を
行

い
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
将
来
的

に
「
人
間
」
と
「
人
間
」
を
つ

な
ぐ
汎
用
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム

が
開
発
さ
れ
、
社
会
で
身
近
な

も
の
に
な
れ
ば
、
採
用
す
る
価

値
は
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　

答
弁
：
戸
田
光
隆　

伝
道
部
長

　
　

②�

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
に
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
称
号
を
加

え
、
授
与
す
る
こ
と
は
、
そ
の

当
該
故
人
が
、
戒
名
に
お
い

て
、
自
身
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で

あ
る
こ
と
又
は
あ
っ
た
こ
と
を

明
示
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
本
人
の
了
承
が
不
明
瞭
な

ま
ま
他
人
に
性
的
志
向
を
含
め

暴
露
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
無
理

解
と
偏
見
か
ら
く
る
新
た
な
差

別
を
惹
起
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
多
角
的
な
視
点
か
ら
検

証
す
る
と
と
も
に
、
判
断
い
た

だ
き
た
い
。

　

答
弁
：
松
原
道
一　

総
務
部
長

　
　

③�

納
付
い
た
だ
く
義
財
金
は
「
曹

洞
宗
財
務
規
程
第
六
十
三
条
第

一
項
第
十
二
号
」
に
規
定
す
る

『
寺
院
財
産
処
分
義
財
』
に
よ

り
、
処
分
す
る
土
地
の
課
税
標

準
額
等
に
、
地
目
毎
に
定
め
ら

れ
た
割
合
を
乗
じ
た
も
の
、
及

び
処
分
す
る
土
地
の
売
却
代
金

に
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
た
も

の
に
よ
り
算
定
し
、
両
者
を
比

較
し
た
上
で
廉
価
な
も
の
が
採

用
さ
れ
る
。
正
規
の
手
続
き
を

経
な
い
で
寺
院
の
不
動
産
も
し

く
は
財
産
目
録
に
掲
げ
る
宝
物

を
処
分
し
、
又
は
担
保
に
供
し

た
場
合
は
「
曹
洞
宗
懲
戒
規

程
」
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

答
弁
：
渡
部
卓
史　

人
事
部
長

　
　

④�

人
事
部
文
書
課
に
広
報
係
が
置

か
れ
て
い
る
。
宗
門
か
ら
の
情

報
発
信
と
い
う
点
で
は
、
教
化

部
、
伝
道
部
、
出
版
部
、
人
権

擁
護
推
進
本
部
、
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
そ
の
性
質
を

持
っ
て
お
り
、
連
携
し
て
曹
洞

禅
の
敷
衍
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　

�

現
在
三
名
が
専
任
と
し
て
業
務

に
従
事
、
ま
た
曹
洞
宗
広
報
規

程
に
基
づ
い
て
八
名
の
方
に
広

報
委
員
を
委
嘱
し
て
い
る
。
広

報
係
と
し
て
業
務
に
あ
た
る
人

数
の
妥
当
性
は
一
概
に
論
じ
ら

れ
な
い
が
、
今
後
宗
務
庁
の
組

織
機
構
を
検
証
す
る
中
で
既
存

部
署
の
統
廃
合
を
含
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ

る
。

　
　

⑤�
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
は
、
総
合
特
別
審
議
会

に
諮
問
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の

専
門
部
会
を
設
置
し
て
協
議
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
専
門
部

会
は
「
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
に
お
け

る
中
長
期
的
な
維
持
、
管
理
の

基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
二
つ

目
の
専
門
部
会
は
「
宗
教
法
人

曹
洞
宗
の
所
有
不
動
産
の
運

用
」
に
関
し
て
、
外
部
の
専
門

家
を
招
き
、
そ
の
知
見
を
頂
き

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
べ

き
方
向
性
を
協
議
し
て
い
る
。

令
和
六
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る

総
合
特
別
審
議
会
に
お
い
て
、

内
局
に
答
申
書
が
提
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　

�

質
問
の
事
業
継
続
の
是
非
、

ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
の
建
て
替
え
の

是
非
、
宗
務
庁
機
能
の
在
り
方

等
は
、
協
議
中
で
あ
り
是
非
を

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
提
案

は
参
考
に
な
る
も
の
と
受
け
止

め
て
い
る
。

　

4
．
岩
手
県
有
道
会　

平
栗
壽
隆
師

　
　

①�

一
般
寺
院
（
法
地
）
の
兼
務
寺

院
に
お
け
る
結
制
安
居
は
可
能

か
。
ま
た
、
格
地
の
兼
務
寺
で

あ
れ
ば
結
制
安
居
で
き
る
根
拠

を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
　

②�

梅
花
流
詠
讃
歌
に
よ
る
老
人

ホ
ー
ム
等
慰
問
活
動
に
つ
い
て

推
奨
し
て
は
如
何
か
。

　

答
弁
：
松
原
道
一　

総
務
部
長

　
　

①�

宗
門
で
は
寺
格
に
応
じ
た
寺
院

結
制
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

�

宗
制
の
構
成
上
を
根
拠
と
す
る

と
、
格
地
に
お
け
る
結
制
で
は

義
財
の
納
付
を
必
要
と
し
な
い

修
行
届
、
法
地
に
つ
い
て
は
義

財
の
納
付
を
必
要
と
す
る
認
可

申
請
書
。

　
　
　

�

位
置
づ
け
と
し
て
、
格
地
と
い

う
寺
格
は
、
常
恒
会
地
を
は
じ

め
と
す
る
、
伝
統
的
な
結
制
修

行
を
行
う
特
別
な
寺
院
区
分
の

総
称
で
あ
り
、
一
年
二
会
修
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

�

兼
務
寺
院
で
の
結
制
修
行
を
可

能
に
す
る
の
か
、
そ
う
で
な
い

か
は
寺
格
に
よ
る
も
の
と
考
え

る
。
よ
っ
て
、
常
恒
会
地
を
含

む
格
地
寺
院
は
、
各
地
域
に
お

け
る
首
座
を
育
成
す
る
道
場
と

い
う
伝
統
的
側
面
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
格
地
は
法
地
と
異
な

り
、
常
に
法
幢
を
建
て
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
格

地
に
限
り
兼
務
寺
で
の
結
制
安

居
を
認
め
て
い
る
。

　
　
　

�

ま
た
、
曹
洞
宗
寺
院
規
程
第
四

条
、
申
請
に
よ
り
寺
格
を
格
地

に
昇
等
す
る
こ
と
で
、
兼
務
寺

で
の
結
制
安
居
が
可
能
と
な

る
。

　

答
弁
：
戸
田
光
隆　

伝
道
部
長

　
　

②�

他
宗
派
の
意
識
調
査
に
よ
る
と

御
詠
歌
が
高
齢
者
の
心
身
に
与

え
る
効
果
と
し
て
、
脳
の
活
性

化
、
認
知
機
能
の
向
上
な
ど
の

報
告
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
点
か
ら
も
、
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
地
域
に
貢
献
す
る
梅
花
流
の

活
動
は
大
い
に
推
奨
す
べ
き
と

思
料
す
る
。
施
設
側
か
ら
の
要

請
が
あ
れ
ば
、
師
範
や
詠
範
の

皆
様
に
積
極
的
に
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
。

　

5
．
青
壮
年
部
会　

田
中
省
吾
師

　
　

①�

宗
門
に
は
、
大
学
の
蔵
書
を
は
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じ
め
、
莫
大
な
量
の
専
門
書
や

歴
史
的
な
古
書
も
多
い
。
そ
れ

ら
と
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
相
性
が
良

い
も
の
と
考
え
る
。
自
身
の
疑

問
や
檀
信
徒
の
問
い
に
対
し
て

強
力
な
助
け
と
な
る
も
の
と
思

う
が
、
宗
門
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
の

研
究
は
こ
の
先
、
検
討
さ
れ
る

か
。

　
　

②�

専
門
僧
堂
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
氾
濫
、
長
幼
の
序
の

欠
落
が
現
在
問
題
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の

対
策
な
ど
は
講
じ
て
あ
る
か
。

　

答
弁
：
渡
部
卓
史　

人
事
部
長

　
　

①�

現
在
、
Ａ
Ｉ
技
術
が
急
速
に
発

展
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
用
が
模
索
さ
れ
、
実
際
に

導
入
も
進
ん
で
い
る
。
仏
教
経

典
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
様
々

な
悩
み
に
対
し
て
回
答
す
る
対

話
型
の
Ａ
Ｉ
の
研
究
開
発
も
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
宗
門
で
は
そ
う
し

た
こ
と
を
検
討
す
る
予
定
は
な

い
。

　
　
　

�

優
れ
た
僧
侶
の
育
成
に
は
、
知

識
を
学
ぶ
こ
と
も
大
事
で
あ
る

が
、
祖
師
方
の
行
履
を
慕
い
、

行
じ
る
こ
と
「
慕
古
の
実
践
」

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
　

②�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
持
ち
込
み

の
是
非
は
、
各
僧
堂
に
お
い
て

ど
の
様
に
判
断
す
る
の
か
に
よ

る
と
考
え
る
。
僧
堂
運
営
の
指

針
は
曹
洞
宗
教
育
規
程
に
準
じ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
定
め

か
ら
逸
脱
し
な
い
よ
う
、
ど
う

運
用
す
る
か
は
、
各
僧
堂
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

�

携
帯
電
話
が
一
般
に
出
始
め
た

こ
ろ
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
頃
の
通
話
機
能
だ
け

の
携
帯
電
話
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
は
話
が
異
な
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
有
す
る
高
機
能

性
、
つ
ま
り
写
真
撮
影
、
録

音
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

多
様
な
機
能
が
含
ま
れ
て
い
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
不
要
で
あ

り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
料

す
る
。

　
　
　

�

次
に
、
僧
堂
に
お
け
る
次
世
代

の
僧
侶
養
成
に
関
す
る
こ
と
に

関
し
て
、「
道
場
の
場
所
を
問

わ
ず
、
先
輩
が
後
輩
の
指
導
が

で
き
な
い
」
と
い
う
悩
み
を
聞

く
と
言
わ
れ
る
が
、
細
か
な
作

法
等
、
例
え
ば
振
鈴
の
振
り
方

を
教
え
た
り
、
雲
版
の
た
た
き

方
を
教
え
た
り
、
こ
れ
は
維
那

和
尚
が
全
員
に
教
え
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
。
こ
れ
は
先

輩
・
古
参
の
努
め
と
考
え
る
。

各
寮
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
大
切
な
こ
と
は
古
参
も
新

到
も
同
じ
立
場
の
掛
搭
僧
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
指
導
者
た
る
役
寮
は
責

任
を
も
っ
て
寮
員
一
人
一
人
を

監
督
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　

�

僧
堂
に
お
い
て
は
、
立
派
な
役

寮
、
立
派
な
古
参
と
の
出
会
い

が
一
生
の
財
産
に
な
る
。

四
、
座
長
降
壇

閉　

会　

正
午

　

閉
会
の
こ
と
ば

�

　

喜
美
候
部
謙
史　

副
会
長
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同	

木
村　

光
俊

　

同	

武
内　

宏
道

　

同	

太
田　

広
康

　

同	

片
岡　

修
一

　

同	

横
山　

泰
賢

管
区
選
出
幹
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機
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岡
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善
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大
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利
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松
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徹
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佐
藤　

徹
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補
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寛
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泰
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正
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吉
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吉
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鈴
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人
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山
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門
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青
壮
年
部
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選
出
幹
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米
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智
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悟
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田
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省
吾
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長

		


浅
川　

信
隆

内
　
局

	

宗
務
総
長	

服
部　

秀
世

	
人
事
部
長	

渡
部　

卓
史

	
総
務
部
長	

松
原　

道
一

	

伝
道
部
長	

戸
田　

光
隆

	

事
業
部
長	
来
馬　

宗
憲

会　

長	

服
部　

秀
世

顧　

問

	

曹
洞
宗
参
議

		


熊
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紘
全

	

大
本
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小
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大
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永
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京
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番
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新
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忍
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常
任
顧
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石
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順
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小
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𣳾
道

副
会
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喜
美
候
部
謙
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小
林　

孝
道
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結
城　

俊
道

幹
事
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圓
通　

良
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副
幹
事
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藤
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良
信
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鈴
木　

祐
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武
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吉
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明
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光
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庶
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松
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徹
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川
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能
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ン
ラ
イ
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担
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河
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小
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宗
彦
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村
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延
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横
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神
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金
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潔
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國
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大
智
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